
日
清
戦
後
の
増
税
と
酒
造
業

藤

原

隆

男

一

は

じ

め

に

日
清

｢戦
後
経
営
｣
の
諸
政
策
を
支
え
た
租
税
政
策
の
意
義
に
つ
■い
て
は
日
清

｢戦
後
経
営
｣
論
と
し
多
-
の
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
｡

と
-
に
､
日
清
戦
後
の
財
政
問
題
を
階
級
対
抗
の
焦
点
と
み
な
す
観
点
か
ら
'
地
組
や
国
税
営
業
税
の
意
義
が
解
明
さ
れ
て
き
た
が
､
酒
造
税
を

中
心
上
し
た
関
接
消
費
税
の
増
税
の
問
題
･に
つ
い
て
､
石
井
寛
治
は
最
近
の
研
究
で
｢全
体
と
し
て
階
級
対
立
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
た
も
の
と
し

(-
)

て
'
酒
税
に
代
表
さ
れ
る
関
接
消
費
税
が
相
次
ぐ
増
税
の
結
果
'
租
税
体
系
に
お
い
て
決
定
的
な
重
み
を
持

つ
に
至

っ
た
事
実
を
重
視
｣
す
る
見

解
を
出
さ
れ
た
｡
た
し
か
に
､
酒
造
税
の
増
税
に
と
も
な
う
自
家
用
料
酒
の
製
造
禁
止
や
葉
煙
草
専
売
は
農
民
経
済
を
圧
迫
し
､
葉
煙
草
耕
作
農

(2
)

民
の
自
給
経
済
の
解
体
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が
ら
､
酒
造
税
を
ヰ
心
と
し
た
関
接
消
費
税
の
増
徴
を
可
能
と
し
た
理
由
は
'

地
租
増
徴
や
営
業
税
の
国
税
編
入
反
対
運
動
に
み
ら
れ
た
の
と
は
異
な

っ
て
､
｢反
対
運
動
が
起
り
に
-
い
と
.い
う
事
情
に
基
づ
い
て
い
た
と
い
え

(3
)

よ
う
｣
と
い
う
評
価
は
少
な
く
と
も
酒
造
税
に
関
し
て
み
る
か
ぎ
り
で
は

1
面
的
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
i･･
ら
な
い
｡

(4
)

酒
造
業
者
の
酒
造
税
の
増
税
反
対
運
動
は
酒
屋
会
議
､
第
四
議
会
に
お
け
る
増
税
反
対
運
動
と
し
て
最
も
激
し
-
戦
わ
れ
た
が
､
日
清
戦
争
後

の
増
税
過
程
で
も
地
方
の
零
細
酒
造
業
者
を
中
心
と
し
て
'
増
税
に
対
す
る
ね
ぼ
り
強
い
反
対
運
動
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡
日
清
戦
争
後
の
増

税
問
題
を
め
ぐ

っ
て
､
酒
造
業
者
が
増
税
反
対
運
動
か
ら
醸
造
技
術
の
改
良
運
動
へ
と
転
回
し
て
い
-
プ
ロ
セ
ス
を
検
討
す
る
こ
と
が
本
稿
の
課

題
で
あ
る
が
'
こ
の
検
討
を
通
じ
て
日
清
戟
争
後
の
増
税
を
含
む
酒
造
業
政
策
の
意
義
を
把
握
す
る
こ
と
に
し
た
い
｡
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註

(
-
)

石
井
寛
治

｢
日
清
戦
後
経
営
｣
(
『岩
波
講
座
日
本
歴
史

1
六
､
近
代
三
』'
岩
波
書
店
'
昭
和
四
五
年
二
月
)､
八
六
-
八
七
ペ
ー
ジ
O

(2
)

近
藤
康
男

『煙
草
専
売
制
度
と
農
民
経
済
』
(
『近
藤
康
男
著
作
集
第
三
巻
』､
農
文
協
､
昭
和
四
九
年
八
月
)､
井
上
晴
丸

｢
日
本
資
本
主
義
の
確
立

と
農
業
｣
(日
本
農
業
発
達
史
調
査
会
編

『
日
本
農
業
発
達
史

四
』'
中
央
公
論
社
､
昭
和
二
九
年

二

月
)｡

(
3
)

石
井
寛
治

r
日
本
経
済
史
』
(東
京
大
学
出
版
会
､
昭
和
五

1
年

一
一
月
)､

一
三
五
ペ
ー
ジ
o

(4
)

藤
原
隆
男

｢初
期
帝
国
議
会
下
の
全
国
酒
家
大
会
の
運
動
｣
(
コ
石
手
大
学
教
育
学
部
研
究
年
報
』
第
三
六
巻
)0

二

日
清

｢
戦
後
経
営
｣
下
の
増
税

第
g
]議
会
に
お
い
て
酒
造
税
の
増
税
案
を
議
会
が
否
決
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
'
日
清
戦
争
期
ま
で
の
酒
造
業
の
経
営
は
相
対
的
に
安
定
し
た
推
移

(-
)

を
示
し
た
｡
日
清
戦
争
に
よ
る
清
酒
需
要
の
激
増
の
結
果
､
｢酒
価
高
騰
し
不
時
の
利
益
を
得
る
｣
盛
況
を
呈
し
た
た
め
に
'
た
と
え
ば
福
岡
県
三

瀦
地
方
で
は

｢
こ
の
盛
況
を
み
た
人
々

(十
町
歩
内
外
の
小
地
主
)
は
小
作
米
を
そ
の
ま
ま
売
る
よ
り
､
こ
れ
を
酒
に
す
る
に
如
か
ず
と
考
え
て
､

(2
)

原
料
手
持
の
有
利
な
る
立
場
に
乗
じ
て
随
所
に
酒
造
家
と
な
る
も
の
族
出
｣
し
た
｡
そ
の
結
果
､
全
国
の
醸
造
場
数
は
明
治
二
七
年
の

一
万
四
二

六
四
か
ら
翌
年
に
は
約
三
千
の
醸
造
場
が
創
業
ま
た
は
営
業
を
再
開
し
て

一
万
七
二

一
九
へ
と
増
加
を
示
し
た
｡
二
九
年
に
第
九
議
会
が
日
清
戦

後
の
第

一
次
増
税
で
清
酒
造
石
税
を

一
石
当
り
四
円
か
ら
七
円
へ
と
､
三
円
の
増
税
が
実
施
さ
れ
た
と
き
､
第
四
議
会
で
一
円
の
増
税
に
対
し
て

■

(3
)

(4
)

激
し
い
増
税
反
対
運
動
を
議
会
の
内
外
で
展
開
し
た
全
国
の
酒
造
家
は
日
清
戦
後
の
増
税
を

｢国
民
の
義
務
と
し
て
観
念
｣
し
た
最
大
の
理
由
の

う
ち
に

｢
不
時
の
利
益
｣
に
よ
る
酒
造
業
界
の
好
景
気
が
あ
っ
た
｡

こ
の
好
景
気
も
'
三
〇
年
春
ご
ろ
か
ら
戦
後
第

一
次
増
税
の
反
動
が
現
わ
れ
は
じ
め
､

一
〇
〇
石
前
後
の
零
細
酒
造
業
の
倒
産
､
合
同
の
動
き
が

み
ら
れ
'
六
月
に
は
清
酒
市
況
も
売
行
不
振
を
呈
し
て
不
況
に
落
ち
こ
ん
で
い
っ
た
｡
七
月
に
は
い
っ
て
も

｢醸
造
元
は
原
料
米
価
の
安
か
ら
ざ

(5
)

る
と
'
酒
税
増
加
の
気
構
え
に
て
愚
行
に
か
か
わ
ら
ず
､
安
値
は
不
引
合
な
る
た
め
売
り
紋
る
｣
こ
と
で
酒
価
の
下
落
に
対
応
し
た
も
の
の
'
秋

に
は
稲
作
の
不
作
の
た
め
に
米
価
が
高
騰
す
る

一
万
､
第

〓

議
会
に
明
治
三

一
年
度
予
算
の
歳
入
不
足
額
二
三
〇
〇
万
円
の
財
源
と
し
て
酒
造
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税
の
再
度
の
増
税
案
の
提
出
が
予
想
さ
れ
た
｡
こ
の
状
況
か
ら
酒
造
仕
込
期
を
迎
え
た
零
細
酒
造
家
の
な
か
に
は
廃
業
あ
る
い
は
休
業
の
動
き
が

み
ら
れ
､
碁
に
は
不
況
の
進
行
の
た
め
に
酒
造
仕
込
資
金
の
不
足
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
し
か
し
'
｢
酒
造
業
者
の
多
-
は
､
多
少
の

(6
)

財
産
を
有
し
且

一
方
､
農
業
を
兼
ね
又
は
他
の
収
入
に
由
て
'
補
ふ
所
あ
る
故
｣
に
､
ま
た
議
会
解
散
で
増
税
案
が
見
送
り
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
､

第

1
次
戦
後
恐
慌
は
清
酒
の
造
石
高
の
縮
小
に
直
結
す
る
ま
で
に
い
た
ら
な
か

っ
た
.

(7
)

第

-
三
議
会
に
お
け
る
戦
後
第
二
次
増
税
は

｢地
組
及
ヒ
酒
税
ヲ
主
ト
シ
テ
之

二
加
フ
ル
ニ
所
得
税
'
登
録
税
ノ
改
正
｣
に
よ
っ
て
､
三
二
年

度
予
算
の
歳
入
不
足
額
三
七
六

〇
万
円
を
補
う
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
｡
こ
の
と
き
の
清
酒
造
石
税
は
五
円
増
税
し
て

-
石
当
り

1
二
円
と
な
っ

た
｡
こ
の
増
税
案
を
め
ぐ

っ
て
全
国
酒
造
組
合
聯
合
会

(全
酒
聯
)
は
大
き
-
方
向
転
換
を
と
げ
て
い
っ
た
｡
全
酒
聯
は
三

一
年
九
月
に
臨
時
代

表
者
会
議
'
同

二

月
に
臨
時
大
会
を
開
催
し
て
増
税
問
題
を
協
議
し
た
結
果
､
第
四
議
会
以
来
の
増
税
反
対
の
態
度
か
ら
増
税
を
容
認
す
る
方

向
に
転
換
す
る

一
方
､
自
家
用
料
酒
の
製
造
禁
止
､
正
業
者
保
護
要
求
を
か
か
げ
て

一
三
議
会
に
対
応
し
た
の
で
あ
っ
た
｡
増
税
容
認
と
い
う
方

向
は
多
分
に
灘
を
中
心
と
す
る
大
規
模
酒
造
家
の
考
え
方
を
代
表
し
た
も
の
で
あ
り
､
酒
造
業
保
護
要
求
は
増
税
反
対
の
態
度
を
も
ち
な
が
ら
の

地
方
の
零
細
酒
造
家
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
｡

酒
造
税
の
第
二
次
増
税
は
明
治
三
二
年

1
月
か
ら
実
施
さ
れ
た
が
､
こ
の
増
税
の
酒
造
経
営
に
与
え
た
影
響
は
大
き
か

っ
た
O
明
治
三
二
年

l

〇
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
酒
造
期
間
の
廃
業
者
は
東
北
五
二
､
関
東
四
五
'
北
陸
三
六
'
東
海
三
四
､
中
国

一
二

九
州
二
四
'
近
畿
で
も
九

(8
)

件
に
達
し
た
｡
酒
造
税
の
納
税
不
能
に
よ
る
不
納
欠
損
額
は
三
二
年
度
の
七
万
五

〇
〇
〇
円
か
ら
三
三
年

1
八
万
円
と
約
二

･
五
倍
に
増
加
し
て

(9
)

い
る
｡
増
税
に
よ
る
酒
造
業
へ
の
打
撃
は
東
北

･
関
東
の
零
細
酒
造
業
者
に
対
し
て
最
も
強
烈
で
あ

っ
た
｡
明
治
三
二
年
五
月
､
栃
木
県
の
小
堀

貞
吉
は
全
酒
聯
副
会
長
の
立
場
か
ら
灘
地
方
の
酒
造
家
の
増
税
容
認
の
態
度
を
批
判
す
る

一
方
で
､
関
東

･
東
北
の
酒
造
家
の
不
利
な
状
況
を
酒

価
問
題
と
し
て
説
明
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
関
東

･
東
北
の
酒
造
家
の
酒
価
は

一
升
二
〇
銭
に
対
し
て
灘
酒
は
四

〇
銭
の
高
価
格
で
あ
る
か
ら
､

酒
造
税

一
二
銭
を
差
引
-
と
'
前
者
の
利
益
は
八
銭
､
後
者
二
八
銭
と
な
り
'
灘
は
関
東

･
東
北
の
三

･
五
倍
の
高
利
益
と
な

っ
て
い
る
｡
こ
の

結
果
､
酒
造
業
の
利
益
は
灘
地
方
に
占
奪
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
'
酒
造
税
法
を
造
石
税
方
式
か
ら
従
価
税
方
式
に
改
正
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
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(10
)

で
あ
る
｡
彼
の
主
張
は
酒
造
業
界
を
二
分
す
る
論
議
に
ま
で
発
展
し
'
灘
酒
造
業
を
中
心
と
す
る
大
規
模
酒
造
業
者
と
地
方
の
零
細
酒
造
業
者
と
の

対
立
関
係
を
深
め
て
い
-
導
火
線
と
な
っ
た
｡

こ
の
と
き
の
増
税
を
認
め
る
際
の
交
換
条
件
と
な

っ
た
酒
造
業
保
護
要
求
'
す
な
わ
ち
自
家
用
料
酒
の
製
造
禁
止

(明
治
三
二
年

1
月
実
施
)

と
酒
造
税
法
中
に
酒
造
組
合
設
置
条
項
の
規
定

(第
四

〇
条
と
し
て
追
加
さ
れ
'
こ
れ
に
も
と
づ
い
て
三
二
年
七
月
酒
造
組
合
規
則
制
定
)
を
実

現
し
た
こ
と
は
次
の
点
で
地
方
の
酒
造
業
者
に
と

っ
て
大
き
な
意
義
を
も

つ
も
の
で
あ

っ
た
｡
自
家
用
料
酒

の
禁
止

の
実
現
は
'
こ
れ
ま

で
清
酒
市
場
と
競
合
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
地
方

の
零
細
酒
造
業
に
僧
酒
市
場

の
拡
大
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
ま
た
､
酒
造
組
合
の

設
置
規
定
は
こ
れ
ま
で
の
酒
造
家
の
酒
造
組
合

へ
の
任
意
加
入
か
ら
脱
し
て
､
強
制
加
入
の
途
を
開
き
､
酒
価
の
安
定
と
市
場
の
確
保
の
実
現
の

た
め
の
相
互
規
制
と
納
税
上
の
連
帯
保
証
な
ど
を
法
律
上
で
保
障

･
規
制
し
た
こ
と
で
あ
る
｡

戦
後
第
二
次
増
税
を
契
機
に
､
関
東

･
東
北
の
酒
造
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
の
零
細
酒
造
業
者
は
政
府
の
酒
造
業
保
護
政
策
に
支
え
ら
れ
て
､

灘
地
方
の
酒
造
業
と
清
酒
価
格
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
C
翌
三
三
年
六
月
の
北
清
事
変
の
発
生
と
第
二
次
戦
後
恐
慌
､
そ
し

て
三
四
年
の
第
三
次
増
税
の
実
施
の
過
程
で
､
両
者
の
対
立
関
係
は
絶
頂
に
達
し
､
全
酒
聯
は
分
裂
の
危
機
を
迎
え
て
い
-
の
で
あ
る
｡
明
治
三

三
年
の
酒
況
を

『醸
造
雑
誌
』
の
東
京
酒
況
記
事
で
み
る
と
'
三
月
か
ら
酒
況
は
不
活
発
の
様
相
を
呈
し
は
じ
め
'
四
月
三
日
の
立
合
で
は
上
方

酒
中
物

1
0
駄
の
最
高
価
格
は
前
月
の

一
六
五
円
か
ら

1
五
五
円
に
下
落
し
た
.
五
月
の
花
見
時
に

1
時
は
好
気
配
に
転
じ
た
も
の
の
､
六
月
に

は
い
り
古
酒
在
庫
量
が
前
年
の
二
倍
に
連
し
た
は
か
'
上
方
新
酒
の
入
荷
増
か
ら

一
七
日
の
東
京
清
酒
問
屋
の
仲
間
市
場
で
は
新
酒
の
建
相
場
を

見
る
こ
と
さ
え
で
き
な
か

っ
た
｡
七
月
三
日
の
立
合
に
も
相
場
は
出
ず
､
｢近
来
稀
有
の
大
不
況
｣
と
な

っ
た
｡
八
月
九
日
の
立
合
で
は
酒
価
は
さ

ら
に
下
落
し
て

一
五

〇
円
と
な
っ
た
｡
九
月
､

一
〇
月
に
も
在
庫
量
は

一
向
に
減
ら
ず
'
酒
造
税
の
納
期
の
迫
っ
た

二

月
に
は
酒
造
家
は
納
税

の
必
要
か
ら
資
金
需
要
の
増
大
を
ま
ね
き
､
清
酒
の
出
荷
を
増
加
し
た
結
果
､
東
京
清
酒
問
屋
の
在
庫
量
は
約
四
万
駄
を
記
録
す
る
に
い
た
っ
て

い
る
｡

こ
の
年
の
六
月
の
北
清
事
変
の
勃
発
に
対
し
て
派
兵
を
決
定
し
た
政
府
は
七
月
に
こ
の
事
件
費
支
出
の
必
要
か
ら
三
四
年
度
予
算
編
成
上
'
酒
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造
税
を
含
む
増
税
案
を
閣
議
で
論
議
を
開
始
し
た
o
L
か
L
t
こ
の
増
税
問
題
は
山
県
内
閣
か
ら
伊
藤
内
閣

(第
四
次
)

へ
の
交
替
で

1
時
た
ち

消
え
の
状
況
と
な
っ
た
も
の
の
､
二

月
に
は
第

一
五
議
会
を
ま
え
に
再
浮
上
す
る
こ
と
と
な

っ
た
｡
不
況
の
お
り
か
ら
､
こ
の
増
税
案
に
酒
造
業
界

(ll
)

は
危
機
感
を
強
め
'
｢
誰
れ
か
近
今
の
東
北
に
涙
な
き
を
得
ん
や
｣
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
に
地
方
の
零
細
酒
造
業
経
営
に
与
え
る
打
撃
は
大
き
か
っ
た
｡

東
北

･
関
東

･
北
陸
､
さ
ら
に
は

近
畿
の
酒
造
業
者
は
第

一
五
議
会
に
向
け
て
増
税
反
対
の
態
度
を
決
め
て
増
税
反
対
運
動
を
開
始
し
て
い
っ
た
.

こ
の
と
き
､
酒
造
業
界
の
言
論
を
代
表
し
て
い
る
譲
造
雑
誌
社
は
､
こ
の
動
き
に
反
対
の
態
度
を
示
し
､
酒
造
家
の
担
税
能
力
は
充
分
あ
り
t
か

(12
)

つ
増
税
は
必
至
の
状
勢
に
あ
る
と
の
判
断
か
ら
､
全
酒
聯
は

｢宜
し
-
交
換
的
応
諾
を
為
す
の
方
針
｣
を
採
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
'

つ
ぎ

の
四
項
目
の
条
件
を
提
示
し
た
.
H
醸
造
改
良
を
課
題
と
し
た
醸
造
研
究
機
関
の
設
置
､

jI
清
酒
の
輸
出
振
興
#
'

臼
混
成
酒
の
製
造
禁
止
'

(13
)

的
酒
造
税
の
納
期
改
正
､
を
政
府
に
要
求
し
､
増
税
に
応
諾
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
o

明
治
三
四
年

一
月
'
第

一
五
議
会
に
酒
造
税
の
増
税
法
案
が
砂
糖
消
費
税
､
海
関
税
と
と
も
に
提
出
さ
れ
る
と
､
同
二
三
日
全
酒
聯
は
臨
時
大

会
を
開

い
て
増
税
問
題

へ
の
対
応
を
協
議
し
た
が
'
そ

の
論
議
は
灘
地
方

の
酒
造
業
と
関
東

･
東
北

･
九
州
地
方

の
酒
造
業
と

の
対

立
を
決
定
的
な
も

の
に
し
た
だ
け
で
あ

っ
た
C
関
東

･
東
北

･
九
州
な

ど
の
酒
造
家
は
議
会
に
向
け
て
酒
造
税
の
増
税
反
対
運
動
を
お
こ

(14
)

な
う
必
要
を
主
張
し
た
が
､
灘
の
渡
辺
徹
全
酒
聯
会
長
は
灘
の
大
規
模
酒
造
業
者
の
動
向
と
醸
造
雑
誌
社
の
交
換
的
応
諾
の
方
向
で
大
会
運
営
に

臨
ん
だ
だ
け
で
な
く
､
増
税
反
対
議
案
の
審
議
に
対
し
て
渡
辺
会
長
は
会
長
辞
任
問
題
を
提
起
し
て
増
税
反
対
派
に
対
抗
す
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
｡

全
酒
聯
大
会
は
第

一
五
議
会
で
の
第
三
次
酒
造
税
の
容
認
の
交
換
条
件
と
し
て
､
新
規
酒
造
業
者
の
営
業
許
可
条
件
を
二

〇
〇
石
以
上
の
製
造
石

数

で
あ
る
こ
と
､
酒
造
税

の
第
四
期
分

の
納
期
を
五
月
と
す
る
こ
と
,
樺
引
減
量
を
査
定
石
数
の
2
一望

貯
蔵
減
量
を
同
島

要

れ
ぞ

れ
控
除
す
る
こ
と
､
な
ど
の
酒
造
税
法
中
の
改
正
､
清
酒
醸
造
試
験
場
の
設
立
の
要
求
を
決
め
た
の
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
が
､
議
会
は
皮
肉
に
も
､

酒
造
税
の
増
税

(
一
二
円
か
ら

一
五
円
に
増
税
'
三
四
年

一
〇
月
実
施
)
の
み
を
決
め
､
全
酒
聯
の
要
求
は
す
べ
て
無
視
さ
れ
る
結
果
と
な

っ
た
｡

仝
酒
聯
の
こ
の
敗
北
の
痛
手
は
重
大
で
あ
っ
た
｡
酒
造
業
界
の
不
況
下
で
'
増
税
の
み
を
背
負
っ
て
開
か
れ
た
三
五
年
五
月
の
全
酒
聯
大
会
は
'
渡
辺

会
長
の
欠
席
'
小
堀
副
会
長
の
辞
任
に
発
展
し
､
灘
と
関
東

･
東
北
の
酒
造
業
の
対
立
は
頂
点
に
達
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
大
会
を
最
後
に
'
全

Iヽ
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酒
癖
は
事
実
上
解
体
し
､
明
治
四
二
年
の
再
建
大
会
ま
で
休
会
す
る
事
態
と
な

っ
た
の
で
あ
る
｡

雪

濠

酒
造
税
の
増
税
を
背
負

っ
て
ス
タ
ー
4
し
た
明
治
三
四
年
上
半
期
の
酒
造
業
界
は
､
｢未
曽
有
の
不
況
に
し
て
､
本
年

有

頃
よ
り
漸
次

相
場
低
落
の
･傾
向
を
呈
-)
I
.南
毎
に
三
五
円
づ
つ
直
押
し
､
七
八
月
頃
に
到
り
て
安
直
の
極
度
に
達
し
'
昨
年
の
当
時
に
比
す
れ
ば
品
に
依
り

上
物

一
割
乃
至
二
割
､
下
物
は
二
割
以
上
三
割
方
の
下
落
を
現
は
せ
り
､
之
が
為
め
各
地
酒
造
家
及
び
清
酒
問
屋
の
困
難

一
方
な
ら
ず
'
中
に
は

(15
)

破
産
閉
店
の
不
幸
に
遭
遇
し
た
る
者
､
又
は
滞
廟
処
分
を
受
け
た
る
者
も
少
か
ら
ず
｣
状
況
の
中
で
推
移
し
た
C
下
半
期
に
入

っ
て
も
不
況
は
続

き
'
『醸
造
雑
誌
』
の
東
京
酒
況
の
記
事
は
'
九
月
は
例
年
の
半
分
の
売
行
と
報
じ
た
｡

一
〇
月
か
ら
や
や
保
合
に
転
じ
､

1
0
月
保
合
､

〓

1月

底
堅
L
t
と
い
う
酒
況
で
あ
っ
た
｡

こ
の
未
曽
有
の
不
況
で
醸
造
場
数
は
減
少
に
転
じ
､
三
四
年

一
万
三
七
七
〇
か
ら
三
五
年

一
万
二
四
九
六

(16
)

に
､
造
石
高

一
〇
〇
石
以
下
の
零
細
酒
造
業
者
を
中
心
に

二

一六
四
の
醸
造
場
が
廃
業
ま
た
は
休
業
し
て
い
る
｡
同
じ
期
間
に
造
石
高
も
四
二
五

万
石
か
ら
三
五

一
万
石
に
減
少
し
た
｡
と
-
に
関
東

･
東
北

･
東
海

･
中
国

･
九
州
の
各
県
は
軒
並
み
減
少
し
'
同
じ
期
間
に

一
〇
%
-
三
〇
%

(17
)

も
減
少
し
た
が
､
灘
五
郷
は
醸
造
場
数
､
造
石
高
と
も
に
増
加
す
る
と
い
う
現
象
を
示
し
て
い
る
｡

日
清

｢戦
後
経
営
｣
下
の
三
次
に
わ
た
る
酒
造
税
の
増
税
過
程
は
自
家
用
料
酒
の
製
造
禁
止
と
酒
造
組
合
設
置
な
ど
の
酒
造
業
保
護
政
策
の
側

面
を
実
現
し
た
も
の
の
､
他
面
で
は
灘
五
郷
を
中
心
と
し
た
大
規
模
酒
造
業
と
地
方
の
零
細
酒
造
業
と
の
対
立
を
深
め
､
全
酒
聯
の
分
裂

･
休
会

へ
と
展
開
さ
せ
た
｡
こ
と
に
､
明
治
三
四
年
の
第
三
次
増
税
は
経
済
不
況
と
重
な

っ
て
､
零
細
酒
造
業
の
経
営
危
機
を
ま
ね
き
､
廃
業
､
休
業
を

激
増
さ
せ
た
｡
,明
治
二
九
年
の
第

一
次
増
税
､
三
二
年
の
第
二
次
増
税
､
三
四
年
の
第
三
次
増
税
が
酒
造
業
経
営
に
与
え
た
影
響
は
清
酒
卸

売
価
格
に
占
め
る
酒
造
税
の
.割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
三
六

･
八
%
､
四
八

･
〇
%
'
四
八

･
四
%
と
増
大
さ
せ
'
収
益
率
を

一
五

･
八
%
､

(18
)

一
四

･
九
%
､

一
二

･
二
%
と
低
下
さ
せ
た
の
で
あ
る
｡
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(-
)

『改
造
新
報
』
第
四
六
号

(明
治
二
八
年

一
二
月
二
五
日
)､
社
説

｢廿
八
年
終
刊
｣｡

(2
)

首
藤
謙

n
17瀦
清
酒
の
沿
革
』
(三
瀦
酒
造
組
合
､
昭
和
二
八
年
三
月
)､

〓
ハ
ペ
ー
ジ
O



(3
)

(4
)

(
5
)

(6
)

(7
)

(
8
)

(
9
)

(
10
)

W
蘭
刑

(
12
)

(
13
)

(14
)

(
17
)

藤
原
隆
男
､
前
掲
｡

『醸
造
新
報
』
第
四
七
号

(明
治
二
九
年

1+月

一
五
日
)'
雑
報

｢三
税
法
案
の
提
出
｣O

『醸
造
雑
誌
』
第
二
五
二
号

(明
治
三
〇
年
七
月
二
六
日
)､
酒
祝
｡

同
前
､
第
二
五
五
号

(明
治
三
〇
年
九
月

一
〇
日
)､
論
説
｢全
国
酒
造
組
合
聯
合
金
委
畠
諸
氏
に
望
む
｣｡

『明
治
財
政
史
』
第
三
巻
､
九
七
四
-
九
七
七
ペ
ー
ジ
参
照
o

『藤
造
雑
誌
』
第
三
〇

一･号

(明
治
三
三
年
九
月

一
五
日
)､
社
説
｢酒
造
税
の
増
課
愈
々
釆
ら
ん
と
す
｣｡

『東
京
経
済
雑
誌
』
第

一
二
一
一
号

(明
治
三
六
年

1
1
月
二
八
日
)､
時
事
｢酒
税
庫
出
課
税
主
義

(第

1
)｣｡

徳
田
浩
淳

『栃
木
酒
の
あ
ゆ
み
』
(栃
木
県
酒
造
組
合
'
昭
和
三
六
年
九
月
)'
七
七
二
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
O

『醸
造
雑
誌
』
第
三
〇
四
号

(明
治
三
三
年

1
二
月

一
五
日
)､
柔
報

｢酒
造
税
増
課
問
題
｣.

同
前
'
第
三
〇
二
号

(明
治
三
三
年
一〇
月
一五
日
)'
社
説

｢酒
造
税
の
増
課
愈
々
釆
ら
ん
と
す

(承
前
)
｣｡

同
前
､
第
三
〇
五
号
(明
治
三
四
年
1
月
1
五
日
)､
嚢
報

｢酒
造
税
増
課
問
題
｣O

愛
知
県
知
多
郡
の
酒
造
組
合
の
機
関
紙

『豊
敢
組
報
告
』
第

1
号

(明
治
三
四
年

1
月
二
八
日
号
)
は
'
明
治
三
三
年

一
二
月
二
1
日
に
京
都
､
堺
､

和
歌
山
､
播
州
､
大
阪
へ
九
州
'
灘
､
愛
知
の
各
酒
造
組
合
が
参
加
し
て
開
催
し
た

一
府
三
県
酒
造
組
合
聯
合
会
で
は
灘
は
増
税
に
対
し
て
表
面
上
反

対
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
'
九
州
'
和
歌
山
は
熱
心
に
反
対
し
て
い
る
と
記
述
し
て
い
る
｡
な
お
､
豊
醸
組
は
同
年

1
二
月
二
八
日
の
臨
時
総
会
で
増
税

反
対
運
動
の
推
進
の
た
め
に
'
東
海
四
県
酒
造
組
合
聯
合
金
の
開
催
要
求
を
決
議
し
て
い
る
｡

『乗
京
経
済
雑
誌
』
第

一
〇
九
九
号

(明
治
三
四
年
九
月
二
丁
目
)､
雑
報

｢清
酒
の
現
況
｣｡

『主
税
局
統
計
年
報
書
』
(第
三
〇
回
)
に
よ
る
と
､
明
治
三
五
年
の
酒
造
業
廃
業
者
は
四
九
二
醸
造
場
で
､
う
ち
造
石
高

一
〇
〇
石
未
満
の
廃
業
者

は
全
体
の
八
〇
%
以
上
を
占
め
た
｡

不
況
下
に
お
け
る
灘
酒
造
業
の
発
展
の
要
因
に
積
極
的
な
清
酒
市
場
の
開
拓
が
あ
っ
た
｡
と
-
に
､
こ
の
時
期
に
お
け
る
海
外
市
場
へ
の
進
出
が
目

立
つ
｡
た
と
え
ば
白
鶴
酒
造
は
明
治
三

一
年
に
台
湾
'
三
五
年
に
朝
鮮
へ
と
市
場
の
拡
大
を
お
こ
な
い
､
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
蔵
敷
は
三

一
年
の
五
蔵
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か
ら
三
五
年
八
蔵
へ
'

白
鶴
酒
造
株
式
会
社
､

の
進
出
を
お
こ
な
い
'

本
家
酒
造
株
式
会
社
'

造
石
高
は
同
じ
時
期
に
五
四
六

一
石
か
ら
七
八
二
四
石
に
増
大
も
て
い
る

(山
片
平
石
衛
門
編

『白
鶴
二
百
三
十
年
の
歩
み
』

昭
和
五
二
年

一
〇
月
)｡
辰
馬
本
家
酒
造
の
白
鹿
は
日
清
戟
争
後
の
明
治
二
八
年
に
台
湾
辰
馬
商
会
を
設
立
し
て
台
湾
市
場

へ

明
治
三
六
年
の
総
販
売
高
の
一
四
%
は
台
湾
で
あ
っ
た

(矢
野
孝
之
輔
編

『第
十
三
代
辰
馬
吉
左
衛
門
翁
を
顧
み
て
』
､
辰
馬

昭
和
五
〇
年

一
〇
月
)｡
ま
た
､
京
都
伏
見
の
小
倉
酒
造
の
月
桂
冠
は
明
治
三
二
年
に
灘
に
進
出
し
て
規
模
拡
大
を
お
こ
な
い
､



三
五
年
か
ら
横
浜

･
沼
津
地
方
に
市
場
を
拡
大
し
て
い
る

(石
井
教
道

『大
倉
家
沿
革
誌
』､
石
井
教
道
､
昭
和
三
二
年

一
一
月
)0

(
1
)

鹿
又
親

『最
近
酒
造
経
営
論

前
編
』
(醸
造
協
会
､
大
正
三
年
八
月
)､
四
三
七
-
E
]三
八
ペ
ー
ジ
よ
り
算
出
｡

三

醸
造
技
術
問
題
の
展
開

日
清
戦
後
の
三
次
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
た
酒
造
税
の
増
税
過
程
は
酒
造
経
営
を
圧
迫
し
'
担
税
能
力
の
引
き
上
げ
を
要
請
し
た
の
で
あ
っ
た
｡

こ
の
時
期
に
地
方
の
酒
造
業
は
担
税
能
力

=
納
税
保
証
の
必
要
か
ら
土
地
集
積
を
お
こ
な
い
地
主
兼
営
酒
造
業
の
方
向
を
強
め
る

一
方
､
増
税
問

題
は
酒
造
業
の
産
業
体
質
に
照
明
を
与
え
'
酒
造
家
を
し
て
近
代
産
業
へ
の
転
換
を
模
索
さ
せ
る
契
機
と
な

っ
た
｡
と
-
に
､
灘
五
郷
酒
造
業
と

関
東

･
東
北
の
酒
温
業
の
対
立
の
根
底
に
あ

っ
た
酒
価
の
価
格
差
問
題
は
酒
造
業
経
営
の
体
質
の
差
を
浮
彫
に
し
た
.
清
酒
価
格
差
の
問
題
は
清

酒
醸
造
技
術
上
の
差
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
'
地
方
の
酒
造
業
者
は
酒
造
経
営
の
苦
境
か
ら
の
脱
出
口
を
こ
の
譲
造
技
術
問
題
に
求
め
て
い
っ
た
の

で
あ
る
｡
明
治
三
四
年
の
第
三
次
増
税
と
不
況
.の
進
行
は
'
酒
造
家
の
醸
造
技
術
改
良
問
題

へ
の
取
組
み
を
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
｡

改
造
技
術
問
題
は
秘
伝
的

･
経
験
的
な
技
術
批
判
と
学
理
応
用
を
基
礎
と
し
た
科
学
的
醸
造
技
術
の
実
施
を
主
張
す
る
醸
造
学
研
究
者
に
よ
っ

て
提
起
さ
れ
'
税
務
技
術
官
に
よ
っ
て
軌
道
づ
け
ら
れ
て
い
-
と
い
う
特
徴
を
も
っ
て
い
た
.
明
治
三
四
年

1
月
､
醗
酵
化
学
研
究
を
終
え
て
ド
イ
ツ

(-
)

留
学
か
ら
帰
朝
し
た
ば
か
り
の
古
在
由
直
は
東
京
化
学
会
で
講
演
し
､
醸
造
技
術
の
学
術
的
研
究
の
必
要
i
J醸
造
技
術
改
良
上
の
方
向
は
純
粋
酵

(2
)

母
使
用
に
よ
る
酒
母
の
製
造
で
あ
る
と
述
べ
た
｡
古
在
は
さ
ら
に
四
月
'
｢
日
本
酒
醸
造
法
の
改
良
と
研
究
機
関
の
設
備
に
就
き
｣
講
演
し
て
'
日
本

酒
の
醸
造
技
術
の
改
良
上
'
酒
造
出
稼
労
働
者
の
改
良
t
と
-
に

｢杜
氏
｣
改
良
と
醸
造
研
究
機
関
の
設
置
の
必
要
を
ド
イ
ツ
の
事
例
を
紹
介
し
て
研

究
機
関
の
意
義
を
強
調
し
た
の
で
あ
る
｡
こ
の
時
期
の
当
面
の
課
題
は
年
間
四

〇
〇
万
石
の
清
酒
の
腐
敗
問
題
と
増
税

･
不
況
下
で
の
酒
造
経
費
節

約
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
､
古
在
説
は
純
粋
酵
母
使
用
に
よ
っ
て
複
雑
な
酒
母
製
造
工
程
を
省
略
す
る
方
法
で
'
酒
造
経
費
の
節
約
を
実
現
し
t
か

つ
清

酒
の
腐
敗
を
解
決
す
る

一
石
二
鳥
の
醸
造
技
術
改
良
説
と
し
て
酒
造
家
の
感
心
を
引
き
つ
け
る
の
に
充
分
な
論
理
で
あ
っ
た
｡
同
年
八
月
に
は
東
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(3
)

京
高
等
工
業
学
校
の
奥
村
順
四
郎
は

｢
日
本
酒
の
醸
造
に
就
て
｣
述
べ
､
純
粋
酵
母
を
酒
母

(玩
)
に
添
加
し
て
酒
母
製
造
を
お
こ
な
う
添
加
玩

法
の
有
効
性
を
主
張
し
た
｡
そ
し
て
'
東
京
高
等
工
業
学
校
の
添
加
転
法
に
よ
る
醸
造
研
究
の
結
果
で
は
在
来
玩
法
の
約
四
分
の

一
の
日
数
で
清

酒
醸
造
の
可
能
な
こ
と
を
披
歴
し
て
い
る
｡
古
在
の
酵
母
の
純
粋
培
養
説
'
奥
村
の
添
加
玩
法
は
す
で
に
明
治
二
五
年
頃
に
発
表
さ
れ
た
学
説
で

あ
っ
た
が
､
こ
の
醸
造
技
術
は

｢学
者
の
酒
造
法
｣
と
し
て
､
し
ば
ら
-
の
間
酒
造
家

(と
-
に
杜
氏
)
の
敬
遠
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡
奥
村

は
明
治
二
九
年
か
ら
東
京
高
等
工
業
学
校
で
古
在
説
の
純
粋
酵
母
に
よ
る
試
髄
と
'
添
加
玩
法
の
試
醸
を
開
始
し
'
そ
の
成
績
の
結
果
が
明
治
三

〇
年
代
の
中
頃
か
ら
醸
造
研
究
者
､
改
良
家
に
注
目
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
'
そ
れ
は
醸
造
技
術
の
改
良
上
に

｢学
理
応
用
｣
.の
醸
技
の
有
効

性
を
告
げ
る
ゴ
ン
グ
で
あ
っ
た
｡

他
方
'
政
府
部
内
で
も
増
税
に
よ
る
歳
入
増
加
を
実
現
す
る
観
点
か
ら
､
す
な
わ
ち
､
酒
造
税
の
税
源
滴
養
上
か
ら
醸
造
技
術
問
題
の
主
要
性

を
認
め
る
動
き
が
明
治
三
四
年
七
月
'
曽
硝
大
蔵
大
臣
の
地
方
官
へ
の
つ
ぎ
の
訓
示
と
な

っ
て
現
わ
れ
た
･.
そ
れ
は
､
｢酒
類
製
造
の
改
良
は
種

々
の
点
に
於
い
て
利
益
あ
り
'
現
に
東
京
高
等
工
業
学
校
に
於
て
は
其
改
良
の
研
究
中
に
し
て
漸
-
良
好
な
る
結
果
を
得
た
り
と
聞
く
､
就
て
は
早

晩
之
を
示
す
に
至
る
ぺ
け
れ
ば
其
の
時
に
当
て
は
宜
し
-
当
業
者
を
し
て
其
改
良
法
に
従

っ
て
造
石
し
速
に
製
造
を
軽
減
す
る
方
向
に
進
ま
ん
こ
と

(4
)

を
勧
誘
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
｣
と
い
う
も
の
で
'
奥
村
の
主
張
す
る
添
加
転
法
を
政
府
の
醸
造
技
術
の
改
良
法
と
し
て
普
及
･
指
導
を
お
こ
な
う
て
と

を
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
訓
示
を
醸
造
雑
誌
社
は

｢官
民
期
せ
ず
し
て
其
意
を
全
ふ
せ
る
も
の
に
し
て
斯
業
の
改
良
発
達
は
正
に
漸
く
期
得
す

べ
き
気
運
に
達
し
た
る
も
の
｣
と
評
価
し
た
｡
こ
れ
を
背
景
に
同
七
月
'
農
商
務
省
の
各
局
長
は
醸
造
試
験
所
の
設
置
を
農
商
務
大
臣
に
上
申
し
､

(LJ))

同
時
に
大
蔵
省
と
交
渉
の
結
果
､
農
商
務
省
は
日
本
酒
醸
造
改
良
実
験
及
講
習
所
設
置
調
査
委
員
会
の
設
置
を
決
め
'
農
商
務
官
僚
に
よ
っ
て
も

醸
造
技
術
研
究
と
技
術
改
良
運
動
が
推
進
さ
.れ
る
こ
と
と
な

っ
た
｡
こ
の
委
員
会
は
東
京
高
等
工
業
学
校
長
手
島
精

一
へ
工
業
試
験
所
長
高
山
甚

太
郎
､
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
教
授
古
在
由
直
'
大
蔵
省
鑑
定
官
矢
部
規
矩
治
を
メ
ン
バ
ー
と
し
て
発
足
し
'
同
委
員
会
は
明
治
三
四
年
八
月
に

農
商
務
省
の
管
理
す
る
醸
造
試
験
所
を
東
京
に
設
置
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
報
告
書
を
農
商
務
大
臣
に
提
出
し
た
｡
こ
の
報
告
に
よ
る
と
､
醸
造

試
験
所
は

｢特

二
清
酒
ノ
品
質
及
其
ノ
醸
造
方
法
ヲ
改
良
シ
酒
造
家
ヲ
シ
テ
其
ノ
実
績
ヲ
挙
ゲ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
以
テ
目
的
｣
と
し
て
､
醸
造
方
法
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の
改
良
､
腐
敗
防
止
･
品
質
改
良
･
四
季
醸
造
の
開
発
･
醸
造
講
習
の
開
催
な
ど

二

頃
日
の
事
業
内
容
を
提
示
し
て
い
kQ.)
こ
の
醸
造
試
験
所

の
設
置
は
全
酒
聯
が
酒
造
業
保
護
の

一
環
と
し
て
'
さ
き
の
第

一
五
議
会
に
要
求
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
｡
政
府
は
明
治
三
五
年
度
か
ら
二
か
年

の
継
続
事
業
と
し
た
醸
造
試
験
所
の
設
置
を
決
め
､
第

1
六
議
会
に
設
置
予
算
二
六
万
五
五
四
四
円
を
要
求
し
た
c

l
方
'
大
蔵
省
は
三
五
年

1

一
月
に
税
務
行
政
機
構
の
強
化
を
は
か
り
'
税
務
管
理
局
を
税
務
監
督
局
と
改
称
し
て
都
制
を
採
用
し
'
三
二
年
に
設
置
し
た
鑑
定
課
を
鑑
定
部

に
昇
格
さ
せ
'
ま
た
税
務
署
に
新
た
に
鑑
定
課
を
設
置
し
て
醸
造
技
術
官
を
配
置
す
る
な
ど
'
税
務
行
政
上
か
ら
も
酒
造
業
者
に
対
す
る
醸
造
技
術

(7
)

指
導
の
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
･O
た
｡
こ
の
と
き
.の
鑑
定
部

(課
)
の
事
務
分
掌
は
'
醸
造
物
の

｢分
析
｣
と

｢鑑
定
｣
で
あ
っ
た
が
'
鑑
定

部
､(課
)
の
技
術
官
は
曽
硝
大
蔵
大
臣
の
訓
示
の
方
向
で
醸
造
技
席
改
良
の
指
導
'
講
習
を
進
ん
で
実
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
後
述
の
と

お
り
で
あ
る
｡

明
治
三
四
年
の
第
三
次
増
税
を
画
期
に
､
政
府
部
内
に
お
け
る
醸
造
技
術
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
潜
造
税
の
増
税
後
の
全
酒
聯
の
分
裂
'

休
会
へ
と
発
展
し
た
酒
造
業
界
の
混
迷
と
政
府
へ
の
不
満
の
高
揚
に
対
す
る
対
応
で
も
あ
っ
た
｡
増
税
後
に
各
地
で
激
発
し
た
末
端
の
収
税
官
吏
と

酒
造
業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
増
税
に
対
す
る
生
産
点
で
の
抵
抗
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
｡
曽
欄
大
蔵
大
臣
が
さ
き
の
地
方
官
に
対
す
る
訓
示

で
'
酒
造
業
者
の
収
税
官
吏
.へ
の
職
務
執
行
妨
害
に
は
警
察
を
利
用
し
て
取
締
強
化
を
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る
｡
内
海
内
務
大
臣
も
､
｢
酒
造

(ママ)

税
法
の
施
行
に
際
し
免
許
製
造
者
又
は
無
免
許
製
造
者
に
し
て
往
々
暴
力
を
以
て
収
税
官
吏
の
職
務
施
行
に
抵
抗
す
る
者
有
之
右
収
税
吏
に
対
し

て
は
主
務
大
臣
よ
り
規
戒
せ
ら
れ
居
る
次
等
有
之
も
尚
警
察
官
吏
に
於
て
も
法
令
に
規
定
あ
る
場
合
は
勿
論
常
に
是
等
行
為
を
予
防
す
る
に
決
意

(8
)

し
必
要
の
場
合
に
臨
ん
で
は
適
応
の
援
助
を
与
し
む
る
様
取
計
ふ
へ
し
｣
と
地
方
官
に
訓
令
L
t
警
察
権
を
背
景
に
し
た
収
税
業
務
の
強
化
を
必

要
と
す
る
ほ
ど
に
'
増
税
に
対
す
る
酒
造
業
者
の
抵
抗
が
強
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

政
府
の
酒
造
税
の
増
税
と
収
税
業
務
の
強
化
､
全
酒
聯
の
分
裂
･
休
会
､
増
税
に
よ
る
酒
造
経
営
の
悪
化
の
進
行
と
灘
酒
と
の
対
抗
､
こ
う
し
た

袋
小
路
か
ら
の
脱
出
口
と
し
て
地
方
の
零
細
酒
造
業
者
は
酒
造
税
の
第
三
次
増
税
反
対
運
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
醸
造
技
術
の
改
良
運
動
へ
と
急
転
回

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
'
｢学
理
巷
説
-
の
時
代
｣
か
ら

｢学
理
を
応
用
さ
ん
と
す
る
の
時
代
｣
'
あ
る
い
は

｢改
良
を
促
す
の
時
代
｣
か
ら
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｢改
良
を
実
験
す
る
の
時
代
｣
の
到
来
を
意
味
し
'
秘
伝
的

･
経
験
的
な
醸
造
技
術
批
判
を
と
も
な
っ
て
展
開
し
た
｡
明
治
三
四
年
か
ら
三
六
年

ま
で
の
酒
造
業
界
の
醸
造
技
術
の
改
良
運
動
の
状
況
を
'
『醸
造
雑
誌
』
の
記
事
で
み
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
っ
た
｡

明
治
三
四
年

五
月
､
五
掛
法
の
荒
井
伊
兵
衛
が
中
心
と
な
っ
て
千
葉

･
茨
城

･
群
馬

･
埼
玉
の
酒
造
家
は

｢醸
友
会
｣
を
結
成
し
て
春

･
秋

二
回
の
酒
造
上
の
技
術
研
究
'
実
験
を
開
始

(三
〇
九
号
)｡
六
月
､
広
島
県
酒
造
組
合
は
総
会
で
広
島
県
醸
造
研
究
所
の
設
立

を
協
議

(三

一
〇
号
)'
山
口
県
酒
造
組
合
は
広
島
税
務
管
理
局
で
醸
造
技
術
講
習
会
を
計
画

(同
前
)
｡

一
一
月
'
出
雲
国
酒

造
組
合
は
松
江
市
に
清
酒
改
造
試
験
所
を
開
設
(三
一
五
､
三
一
六
号
)､
佐
賀
県
下
の
酒
造
家
は
佐
賀
市
に
佐
賀
県
酒
造
研
究
所

を
開
設

(三

一
六
㌧
三

一
七
号
)0

明
治
三
五
年

四
月
､
仙
台
市
の
酒
造
家
は
仙
台
酒
造
研
究
所
の
開
設
を
計
画
(
二

月
開
設
､
三
二
〇
'
三
二
八
号
)｡
八
月
'
和
歌
山
県
伊
都

郡
好
寺
林
の
酒
造
家
溝
端
久
太
郎
は
改
良
醸
漕
法
伝
習
所
を
開
設

(三
二
四
'
三
二
六
号
)｡
九
月
､
阿
波
国
酒
造
組
合
は
酒
造

伝
習
生
の
派
遣
と
酒
造
巡
回
教
師
の
招
碑
を
決
定
(三
二
七
号
)｡
一
〇
月
'
山
口
県
酒
造
組
合
は
総
会
で
佐
波
郡
に
山
口
県
醸

造
試
験
場
設
置
を
換
討

(三
二
八
号
)､
土
佐
酒
造
組
合
聯
合
会
は
清
酒
改
良
学
理
応
用
模
範
醸
造
所
設
置
調
査
委
員
会
を
開
催

(同
前
)｡
こ
の
年
'
愛
媛
県
に
三
豊
酒
造
模
範
醸
造
所
が
開
設

(三
三
五
号
)0

明
治
三
六
年

五
月
'
富
山
県
砺
波
酒
造
組
合
は
灘
よ
り
教
師
を
招
聴
し
て
醸
造
研
究
場
を
開
設

(三
三
五
号
)O
六
月
､
四
国
酒
造
組
合
聯
合

会
は
酒
造
研
究
所
の
開
設
と
杜
氏
の
定
期
酒
造
講
習
会
の
開
催
を
協
議

(三
三
六
号
)｡
七
月
､
大
分
県
酒
造
組
合
聯
合
会
の
酒

造
模
範
醸
造
所
の
設
置
見
込

(三
七
年
度
開
設
'
三
三
六
､
三
四
四
号
)
'

福
島
県
下
で
は
仙
台
税
務
監
督
局
と
協
議
し
て
県
下

各
地
で
酒
造
講
話
会
を
計
画
(
一
〇
月
開
催
､
三
三
六
㌧
三
四
〇
号
)｡
八
月
'
阿
波
国
酒
造
組
合
臨
時
総
代
会
は
杜
氏
夏
期
講
習

会
の
開
設
を
協
議

(三
三
七
号
)'
千
葉
県
酒
造
組
合
聯
合
会
は
第

一
回
酒
造
指
導
講
話
会
を
開
催

(三
三
七
号
)
､
香
川
県
観

音
寺
町
で
三
豊
酒
造
講
話
会
を
開
催

(三
三
八
号
)｡
九
月
､
岐
阜
県
東
濃
四
郡
の
酒
造
家
は
醸
造
試
験
所
の
設
立
を
協
議

(
一

二
月
設
立
､
三
三
八
'
三
四
二
号
)､
愛
媛
県
越
智
'
周
桑
'
新
居
三
郡
酒
造
組
合
聯
会
は
今
月
中
旬
よ
り
今
治
町
で
酒
造
杜
氏
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講
習
会
を
開
催
予
定

(三
三
八
号
)､
千
葉
県
酒
造
組
合
は
総
会
で
酒
造
巡
回
教
師
の
雇
用
を
協
議

(三
三
九
号
)
､
第

一
回
岡

山
県
美
作
五
郡
聯
合
清
酒
酸
造
講
習
会
を
開
催

(三
三
九
号
)'
山
口
県
熊
毛
郡
は
郡
費
で
杜
氏
講
習
会
を
開
催

(酒
造
稼
人
五

〇
〇
人
余
の
う
ち
二
〇
〇
人
参
加
'
三
三
九
号
)､
香
川
県
長
尾
､
土
庄
'
高
松
の
三
税
務
署
管
内
で
酒
造
杜
氏
講
習
会
の
開
催

予
定

(三
三
九
号
)'
一
〇
月
､
愛
知
県
酒
造
組
合
聯
合
会
は
岐
阜
､
三
重
県
下
の
酒
造
家
と

t
致
し
て
酒
造
試
験
所
の
設
置
を

協
議

(三
三
九
号
)､
鳥
取
市
酒
造
組
合
'
八
頭
郡
酒
造
組
合
は
兵
庫
県
多
紀
郡
か
ら
酒
造
巡
回
教
師
を
招
聴

(三
四
〇
号
)'
岡

山
県
浅
口
郡
玉
島
町
で
第
二
回
清
酒
醸
造
法
講
習
会
を
開
催

(三
四
〇
号
)｡
一
一
月
'
新
潟
県
西
蒲
原
郡
役
所
で
醸
造
改
良
講

話
会
を
開
催

(三
四

一
号
)､
福
岡
県
久
留
米
市
で
｣
市
六
郡
の
醸
造
改
良
講
話
会
を
開
催

(三
四
二
号
)0

以
上
の
事
例
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
､
明
治
三
四
年
を
画
期
に
高
揚
し
た
醸
造
技
術
改
良
運
動
は
県
お
よ
び
郡
レ
ベ
ル
の
酒
造
組
合
を
基
盤
に

全
国
的
規
模
で
展
開
し
て
い
る
｡
そ
の
運
動
の
内
容
は
第

一
に
醸
造
試
験

･
研
究
所
の
設
置
運
動

(広
島
､
出
雲
へ
佐
賀
､
仙
台
､
山
口
､
土
佐
'

愛
媛
､
富
山
'
四
国
､
大
分
'
岐
阜
､
愛
知
)､
第
二
に
醸
造
講
習
会
の
開
催

(
山
口
､
四
国
､
阿
波
､
福
島
'
香
川
へ
愛
媛
'
岡
山
､
新

潟
'
福
岡
)'
第
三
に
酒
造
巡
回
教
師
の
招
聴

(阿
波
､
千
葉
､
鳥
取
)
で
あ
る
｡
こ
の
時
期
の
酒
造
組
合
に
よ
る
醸
造
試
験

･
研
究
所
の
設
置
状

態
は
'
多
-
の
ば
あ
い
酒
造
家
の
醸
造
場
に
併
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
第
二
の
醸
造
講
習
会
は
当
初
は
酒
造
家
お
よ
び
そ
の
子
弟
を
受
講
者

と
し
て
開
催
さ
れ
､
し
だ
い
に
酒
造
出
稼
労
働
者
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
が
'
講
習
内
容
は

｢学
理
｣
を
中
心
に
数
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て

い
る
｡
た
と
え
ば
明
治
三
六
年
九
月
二
七
日
か
ら

一
〇
月
九
日
ま
で
の
期
間
で
開
催
し
た
岡
山
県
美
作
五
郡
聯
合
会
清
酒
講
習
会
(第

一
回
)
の
講

習
科
目
は
､
理
化
学
応
用
､
炭
水
化
物
醗
酵
素
'
醸
造
に
関
す
る
微
生
物
'
(酒
母
の
-
筆
者
)
純
粋
培
養
法
､
醗
酵
及
腐
敗
､
醸
造
用
水
､
醸
造

(9
)

用
米
､
麹
及
酒
母
､
酵
及
清
酒
､
防
腐
法
の
1
0
科
目
で
､
醸
各
技
術
全
般
に
わ
た
る
体
系
的
な
内
容
で
あ
っ
た
C

こ
こ
で
注
視
す
べ
き
こ
と
は
酒
造
組
合
の
醸
造
技
術
改
良
運
動
の
中
か
ら
t
と
-
に
醸
造
講
習
会
の
中
か
ら
地
方
の
酒
造
出
稼
労
働
者
の
養
成

=
再
編
問
題
が
提
起
さ
れ
､
酒
造
出
稼
労
働
者
を
中
心
と
し
た
杜
氏
講
習
が
登
場
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
酒
造
先
進
地
灘
へ
の
出
稼
労
働
者
た
る

兵
庫
県
多
紀
郡
の
丹
波
杜
氏
や
同
県
有
馬
郡
母
子
杜
恥
㌃

あ
い
は
い
う
ま
で
も
な
く
･
彼
ら
と
対
抗
関
係
に
お
か
れ
て
い
た
四
国
の
越
智
杜
氏
､
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伊
方
杜
氏
､
西
宇
和
杜
氏
､
山
口
県
の
熊
毛
杜
氏
な
ど
の
地
方
の
酒
造
出
稼
労
働
者
の
養
成
問
題
の
登
場
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
､
さ
き
の
事
例
に

み
る
よ
う
に
'
明
治
三
六
年
の
四
国
酒
造
組
合
聯
合
会
の
杜
氏
講
習
会
の
開
催
決
定
に
も
と
づ
い
た
愛
媛
､
香
川
､
徳
島
に
お
け
る
杜
氏
の
講
習

会
の
実
施
､
同
年
の
山
口
県
熊
毛
杜
氏
講
習
会
は
そ
の
先
駆
的
事
例
で
あ

っ
た
｡
日
清
戦
後
の
増
税
過
程
で
､
彼
ら
酒
造
出
稼
労
働
者
は
高
い
酒

造
税
と
安
い
酒
価
の
谷
間
に
あ
っ
て
､
そ
の
醸
造
技
術
の
責
任
者
と
し
て
最
も
弱
い
立
場
に
あ

っ
た
だ
け
で
な
-
､
醸
造
技
術
者
と
し
て
の
資
質

(専
門
性
)
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
､
秘
伝
的
醸
造
技
術
の
担
当
者
と
し
て
の

｢杜
氏
｣
の
受
難
の
幕
あ
け
を
意
味
し
た
｡
た
と
え
ば
､
奥
村

順
四
郎
は

｢
-
-
欧
米
に
於
て
は
醸
造
上
学
理
の
応
用
広
-
行
届
い
て
居
る
の
に
独
り
本
邦
の
み
在
来
の
醸
造
法
に
依
頼
し
て
安
閑
と
し
て
居
る

訳
に
は
往
-
ま
い
と
恩
ふ
｡
何
故
今
日
ま
で
我
国
の
醸
造
事
業
が
発
達
せ
ざ
る
や
と
云
ふ
に
技
術
家
即
ち
杜
氏
な
る
も
の
は
-
-
其
醸
造
中
失
策

し
て
得
意
を
矢
は
ぬ
や
う
年
来
自
分
の
行
ひ
来
り
し
旧
法
を
-
り
返
し
-
り
返
し
行
ふ
の
み
で
己
れ
の
合
て
習
ふ
た
こ
と
の
な
い
方
法
は
如
何
な

る
良
法
で
も
棄
て
て
顧
み
ぬ
と
云
ふ
有
様
で
あ
る
か
ら
十
年

一
日
の
如
-
少
し
も
進
歩
し
な
い
の
で
あ
る
｡
此
の
如
-
醗
酵
の
学
理
を
知
ら
ず
L

VW
E:

て
在
来
の
旧
法
の
み
を
墨
守
す
る
杜
氏
に
国
家
の
大
財
源
た
る
酒
造
を

一
任
し
置
-
と
は
誠
に
危
険
至
極
な
次
第
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
い
る
｡
｢
旧

法
の
み
を
墨
守
｣
し
て
学
理
を
学
ば
な
い
態
度
に
批
判
が
向
け
ら
れ
て
お
り
'
こ

の
点
で
は
古
在
由
直
も
同
じ
認
識
の
立
場
か
ら
､
彼
は

｢杜
氏

(12
)

は
専
門
の
酒
造
者
で
は
な
い
｣
と
断
言
す
る
の
で
あ

っ
た
｡
日
清
戦
後
の
酒
造
出
稼
労
働
者
の
養
成
を
目
的
と
し
て
登
場
し
た
醸
造
講
習
会
は

｢
旧
法
の
み
を
墨
守
｣
す
る

｢杜
氏
｣
の
改
良
に
主
眠
が
お
か
れ
た
た
め
に
､
｢学
理
｣
の

一
方
的
な
伝
授
で
あ
っ
た
点
に
限
界
が
あ
っ
た
｡
日
露

戦
後
に
本
格
化
し
た
酒
造
出
稼
労
働
者
の
養
成
は

｢経
験
｣
と

｢学
理
｣
の
統

一
の
う
え
に
講
習
会
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
と
対
照
を
な
す

が
'
こ
の
酒
造
講
習
会
は
そ
れ
ま
で
徒
弟
的
関
係
で
の
み
結
合
し
て
い
た
酒
造
出
稼
労
働
者
を
横
断
的
に
組
織
し
て
い
-
契
機
と
な

っ
た
意
義
は

大
き
か

っ
た
｡

酒
造
組
合
の
醸
造
試
験
研
究
所
も
醸
造
講
習
会
も
､
そ
の
技
術
上
の
指
導
者
は
税
務
監
督
局
の
鑑
定
部
あ
る
い
は
税
務
署
の
鑑
定
課
の
技
術
官

で
あ
っ
た
こ
と
は
'
こ
れ
ら
の
内
容
が

｢学
理
｣
の

一
方
的
な
伝
授
に
あ
っ
た
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
か

っ
た
｡
福
島
県
の
酒
造
講
習
会
で
は
仙

台
税
務
監
督
局
鑑
定
部
長
池
内
要
拾
'
香
川
県
で
は
丸
亀
税
務
監
督
局
鑑
定
部
長
小
原
技
師
'
観
音
寺
税
務
署
の
吉
田
技
手
､
山
口
県
で
は
広
島
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税
務
監
督
局
鳥
居
厳
治
郎
技
手
､
等
々
の
よ
う
に
､
醸
造
講
習
会
の
講
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ご
と
-
で
あ
る
C
彼
ら
は
ま
た
'
醸
造
講
習
会

(13
)

の
組
織
者
と
し
て
も
､
さ
ら
に
杜
氏
組
合
の
組
織
者
と
し
て
も
積
極
的
な
役
割
を
果
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
｡

T･
(
-
)

古
在
由
直

｢
日
本
酒
醸
造
の
改
良
に
就
て
｣
(
『改
造
雑
誌
』
第
三
〇
五
号
､
明
治
三
四
年

7
月

1
五
日
)O

(
2
)

盲
在
由
直

｢
日
本
酒
造
法
の
改
良
と
研
究
機
関
の
設
備
に
就
き
て
｣
(
『醸
造
雑
誌
』
第
三
〇
八
号
'
明
治
三
四
年
四
月

一
五
日
)｡

(3
)

奥
村
順
四
郎

｢
日
本
酒
の
酒
造
に
就
て
｣
(
『醸
造
雑
誌
』
第
三

1
二
号
､
明
治
三
四
年
八
月

1
五
日
)0

(4
)

『醸
造
雑
誌
』
第
三

二

号

(明
治
三
四
年
七
月

一
五
日
)'
社
説

｢曽
禰
大
蔵
大
臣
の
訓
示
を
読
む
｣o

(
5
)

同
前
､
第
三

一
二
号

(明
治
三
四
年
七
月

一
五
日
)､
貴
報

｢醸
造
改
良
委
員
会
と
研
究
場
｣｡

(6
)

『酸
造
試
験
所
沿
革
誌
』
(醸
造
試
験
所
'
昭
和
四
年
五
月
)'
三
-
九
ペ
ー
ジ
o

(7
)

奥
田
教
虞

｢鑑
定
部
の
事
務
分
掌
等
｣
(
『
日
本
醸
造
協
会
雑
誌
』
第
七
三
巻
第
六
号
)0

(
8
)

『殻
造
雑
誌
』
第
三

二

号

(明
治
三
四
年
七
月

1
五
日
)'
棄
報

｢内
海
内
務
大
臣
の
訓
令
に
乱
て
｣.

(9
)

同
前
､
第
三
三
九
号

(明
治
三
六
年

一
〇
月

一
〇
日
)､
嚢
報

｢清
酒
醸
造
講
習
会

(岡
山
)｣｡

(10
)

丹
波
杜
氏
'
母
子
杜
氏
の
ば
あ
い
は
彼
ら
の
丹
波
流
酸
造
技
術
を
地
方
の
酒
造
家
に
伝
授

･
指
導
す
と
い
う
立
場
か
ら
の
酒
造
也
稼
労
働
者
養
成
問

題
で
あ
り
､
ま
た
そ
の
た
め
の
醸
造
技
術
の
研
究

･
講
習
で
あ
っ
た
ら

(ll
)

奥
村
順
四
郎
､
前
掲
｡

(
12
)

古
在
由
直
､
前
掲
｡

(
13
)

な
お
､
鹿
文
親
へ
前
掲
書
に
よ
る
と
､
明
治
三
三
酒
造
年
度
か
ら
技
術
官
に
よ
る
酒
造
業
へ
の
実
地
指
導
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
が
､
そ
れ
が
本

格
化
す
る
の
は
日
露
戦
争
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た

(二
五
八
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
)C
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四

小

括

酒
造
業
政
策
の
意
義

日
清
戦
後
の
酒
造
業
政
策
は
明
治
三
二
年
の
第
二
次
増
税
'
三
四
年
の
第
三
次
増
税
を
契
機
に
そ
れ
ま
で
の
増
税

一
本
槍
の
政
策
か
ら
酒
造
業

保
護
政
策

へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
が
'
そ
の
背
景
に
は
増
税
反
対
運
動
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
｡
酒
造
税
の
増
税
は
灘
五
郷
な
ど
の
大
規
模
酒
造
業



の
担
税
能
力
を
前
提
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
､
地
方
の
零
細
酒
造
業
者
の
増
税
反
対
運
動
を
ま
ね
い
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
｡
こ

▲▼

の
こ
と
は
増
税
問
題
を
め
ぐ
る
灘
酒
造
業
者
と
関
東

･
東
北
の
酒
造
業
者
の
対
立
に
象
徴
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
地
方
の
零
細
酒
造
業
者
が
増

税
反
対
運
動
の

一
方
､
自
家
用
料
酒
の
製
造
禁
止
'
酒
造
税
法
中

へ
の
酒
造
組
合
の
設
置
条
項
の
規
定
､
髄
造
試
験
所
の
設
置
の
要
求
は
戦
後
不

3r=
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況
と
増
税
に
よ
る
酒
造
経
営
の
悪
化
か
ら
の
脱
出
口
と
し
て
､
さ
ら
に
灘
酒
造
業
と
の
競
争
上
か
ら
'
清
酒
市
場
の
確
保
と
拡
大
お
よ
び
そ
の
基

礎
と
し
て
の
醸
造
技
術
の
改
良
を
目
的
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡
政
府
が
第
二
次
増
税
を
契
機
に
零
細
酒
造
業
者
を
中
心
と
し
た
保
護
政
策

へ
と

転
換
し
て
い
っ
た
も
う

一
つ
の
理
由
は
､
地
租
を
凌
駕
し
た
酒
造
税
の
収
税
確
保
の
上
か
ら
､
彼
ら
の
担
税
能
力
の
強
化
を
は
か
る
必
要
が
あ

っ

た
た
め
で
あ
る
｡
政
府
の
税
源
滴
養
上
の
必
要
と
零
細
酒
造
業
者
の
灘
酒
と
の
競
争
上
の
必
要
が
酒
造
業
保
護
政
策
の
実
現
を
可
能
に
し
て
い
っ

た
の
で
あ

っ
て
'
こ
の
点
で
両
者
の
利
害
が

一
致
し
て
い
た
の
で
あ
る
｡

明
治
三
四
年
を
画
期
に
増
税
反
対
運
動
か
ら
醸
造
技
術
改
良
運
動
へ
と
転
換
し
て
い
っ.た
地
方
の
零
細
酒
造
業
は
､
日
露
戦
後
の
醸
造
技
術
の

指
導
体
制
の
確
立
の
も
と
で
醸
造
技
術
の
再
編
と
酒
造
業
の
経
営
形
態
の
編
成
替
え
へ
と
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
｡
と
く
&
.
そ
れ
は
醸
造
試

験
所
の
官
制
公
布

(明
治
三
七
年
五
月
)
に
よ
る
醸
造
技
術
研
究
の
本
格
化
と
醸
造
技
術
の
開
発
'
明
治
四
三
年
六
月
の
税
務
監
督
局
鑑
定
部
長

会
議
の
決
定
に
も
と
づ
-
技
術
官
に
よ
る
醸
造
技
術
指
導
の
開
始
と
酒
造
出
稼
労
働
者
養
成

･
再
編
､
各
県
の
改
造
技
術
改
良
に
対
す
る
勧
業
費

補
助
の
開
始
と
拡
大
な
ど
､
政
府
'
行
政
主
導
の
も
と
で
強
力
に
進
め
ら
れ
て
い
-
の
で
あ
る
｡
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地
方
の
零
細
酒
造
業
が
灘
酒
と
国
内
市
場
で
対
抗
関
係
に
た
た
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
事
情
の
ひ
と
つ
に
'
彼
ら
の
日
清
戦
後
の
清
酒
の
海
外
市
場

へ

の
進
出
の
挫
折
t
と
-
に
官
約
移
民
政
策
の
も
と
で
年
々
増
加
を
続
け
て
い
た
ハ
ワ
イ
へ
の
農
業
出
稼
農
民
へ
の
清
酒
輸
出
の
拡
大
意
図
の
挫
折
か
ら
､

経
局
は
国
内
市
場
を
中
心
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

っ
た
地
方
の
零
細
酒
造
業
の
清
酒
市
場
の
狭
磁
性
の
問
題
が
あ

っ
た
O

ハ
ワ
イ
政
府
が
排
日
運
動
の

一
環
と
し
て
明
治
三

〇
年
七
月
か
ら
実
施
し
た

｢酒
精
飲
料
物
､
ワ
イ
ン
お
よ
び
ブ
ド
ウ
液
そ
の
他
の
材
料
よ
り
製
造
し
た
酒
類
飲
料
物
の
関
税
増
加

に
関
す
る
法
律
｣
に
よ
っ
て
､
日
本
酒
は

1
ガ
ロ
ン

(約
二
升
五
合
)

1
五
セ
ン
ト
か
ら

1
ド
ル
へ
と
約
六

･
六
倍
の
輸
入
関
税
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

た
O
そ
の
結
果
､

ハ
ワ
イ
に
お
け
る
日
本
酒
の
輸
入
量
は
明
治
二
九
年
の
二
二
万
ガ
ロ
ン
か
ら
三

1
年
に
は
六
万
ガ
ロ
ン
へ
と
激
減
し
た

(Francis
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)
な

お
､

日
本
酒
の
海
外
輸
出
問
題
は
さ
ら
に
検
討
を
必
要
と
す
る
課
題
で
あ
る
｡

●

本
稿
は
昭
和
五
三
年
度
-
五
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
総
合
研
究

(
A
)
｢
日
本
資
本
主
義
の
展
開
過
程
と
村
落
構
造
の
変
容
｣
(研
究
代
･

表
者
､
矢
木
明
夫
)
に
お
け
る
研
究
成
果
の
7
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
｡
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